
孝秦で甥爆甲火」
平和思いキャンドルナイ

自
宅
に
と
も
さ
れ
た
「
原
爆
の
火
」
を
囲
む
綺
子
さ
ん
（
左

準
ら
角
田
さ
ん
一
家
＝
2
1
日
夜
、

夏
至
や
冬
至
の
時
期
に

照
明
を
消
し
、
ろ
う
そ
ぐ

の
火
で
過
「
」
す
「
キ
ャ
ン

ド
ル
ナ
イ
ト
」
で
、
戦
後

守
け
抜
か
れ
た
「
原
爆
の

火
」
を
と
も
し
、
家
族
や

友
人
と
平
和
を
考
え
る
取

り
組
み
が
広
が
っ
て
い

る
。
夏
至
の
2
1
日
、
大
阪

府
内
の
家
屋
で
も
小
コ
な

平
和
の
灯
が
と
も
っ
た
。

原
爆
の
火
は
、
原
爆
投

下
後
の
広
島
で
く
す
ぷ
る

残
り
火
を
復
員
兵
が
故
郷

の
福
岡
腺
∧
女
市
星
野
村

に
持
ち
帰
っ
た
の
が
始
ま

り
。
半
世
紀
以
上
に
わ
た

甘
復
員
兵
の
家
族
ら
が

火
を
受
け
継
い
で
き
た
。

現
在
は
市
内
の
平
和
の
塔

で
管
理
さ
れ
て
い
る
。

2
0
0
7
年
冬
、
大
阪

市
の
著
者
ら
で
つ
く
る
団

体
が
、
原
爆
の
火
を
便
つ

て
平
和
と
エ
コ
を
考
え
る

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
雇
企

画
。
合
併
前
の
星
野
杵
は

火
の
管
理
方
法
を
条
例
で

厳
格
に
定
め
て
お
り
「
当

初
は
村
で
採
火
し
た
火
を

直
接
、
イ
ベ
ン
ト
ム
頑
な

ど
へ
運
ぶ
苦
労
が
あ
っ

た
。し
か
し
今
年
、
∧
女
市

は
「
（
団
体
と
）
信
頼
関

係
が
で
き
た
」
と
し
て
札

幌
、
新
潟
、
京
都
、
神
戸
、

長
崎
の
各
市
な
ど
全
国
1

0

カ
所
に
1
シ
ー
ズ
ン
限
定

の
分
火
を
認
定
。
そ
」
か

ら
さ
ら
に
火
を
分
は
て
も

ら
い
、
家
庭
で
キ
ャ
ン
ド

ル
を
囲
む
こ
と
も
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
‥

大
阪
府
東
大
阪
市
町
主

婦
角
田
捻
子
さ
ん
（
．

4
1
）
は

今
月
1
2
日
、
知
人
か
す
火

種
を
受
け
取
り
、
携
帯
カ

イ
ロ
で
大
切
に
守
っ
て
き

た
。
〕
い
ろ
ん
な
外
電

持
ち
が
こ
も
っ
寵
鴻
象

族
5
人
で
義
愚
昧
を

考
え
た
い
」
▼
と
話
し
た
。


